
　
今
年
も
金
大
星
が
、
深
谷
の

北
の
春
を
ひ
ら
く―

　
深
谷
市
横
瀬
の
丸
山
酒
造
、

華
蔵
寺
、
横
瀬
神
社
、
リ
ー
フ

で
行
わ
れ
る
「
金
大
星
蔵
び
ら

き
」
は
、
２
０
１
２
年
の
第
１

回
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を

経
て
今
回
が
第
10
回
だ
。
今
回

も
丸
山
酒
造
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
新
酒
が
味
わ
え
る
「
の

み
く
ら
ー
べ
」
は
じ
め
、
地
元

飲
食
店
な
ど
が
出
店
。
ス
テ
ー

ジ
や
今
回
初
登
場
の
ヤ
ギ
さ
ん

も
華
を
そ
え
、
文
化
財
や
季
節

の
花
な
ど
お
酒
を
飲
め
な
く
て

の
楽
し
め
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
大
河
ド
ラ
マ

『
青
天
を
衝
け
』、
22
年
花
園
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
・Ｉ
Ｃ
拠
点
オ
ー
プ
ン

と
ニ
ュ
ー
ス
の
続
い
た
20
年
代
深

谷
。
い
よ
い
よ
今
年
７
月
渋
沢
栄

一
肖
像
入
り
新
一
万
円
札
発
行
を

待
つ
ば
か
り
だ
。

　
深
谷
市
内
に
は
現
在
県
内
最
多

タ
イ
の
３
酒
蔵
が
あ
る
が
、
現
在

の
新
潟
県
越
後
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

丸
山
酒
造
は
中
山
道
か
ら
離
れ
た

横
瀬
に
明
治
16
年
に
現
在
の
熊
谷

市
下
奈
良
か
ら
移
っ
て
き
た
。
か

つ
て
酒
蔵
裏
に
は
利
根
川
支
流
の

烏
川
が
流
れ
、
当
時
金
大
星
は
舟

運
で
江
戸
に
運
ば
れ
た
と
い
う
。

日
本
の
近
代
資
本
主
義
の
父
・
渋
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酒・食・花・歴
史・パ
フ
ォ
ー
マン
ス
　
　
何
に
も
な
い
か
ら
何
で
も
あ
り
！

　
　
　
　
金
大
星
蔵
び
ら
き
　  

祝・新
一
万
円
札     

開
催
‼

大日如来坐像 華蔵寺美術館)

横瀬神社本殿彫刻

リーフのシクラメンは４月までがシーズン

レンガの多用は深谷の酒蔵共通の特徴

新酒も楽しめる丸山酒造
「のみくらーべ」には
毎回行列ができる

丸山酒造は1873（明治６）年創業

深
谷
北
部

春
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

　
　  

7.3発行
73日前
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丸
山
酒
造
、

華
蔵
寺
、
横
瀬
神
社
、
リ
ー
フ

き
」
は
、
２
０
１
２
年
の
第
１

回
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を

経
て
今
回
が
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パ
ラ
ダ
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春
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

　
　
　
　

二
番
手
キ
ャ
ラ
深
谷
ね
ぎ
之
進

武蔵国でいちばん北の酒蔵。
渋沢翁生家にいちばん近い
酒蔵ともきいておる

な沢を
育
て
た
の
が
江
戸
か
ら
中
瀬
河
岸

に
も
た
ら
さ
れ
た
文
物
だ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
金
大
星
と
19
世
紀
最
新
カ
ル

チ
ャ
ー
は
利
根
川
で
交
差
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　
１
５
０
年
の
歴
史
の
中
、
深
谷
の
交

通
が
利
根
川
・
中
山
道
か
ら
国
道
17
号
、

高
崎
線
、
関
越
自
動
車
道
と
多
彩
に

な
っ
た
よ
う
に
日
本
酒
の
楽
し
み
方
も

変
わ
っ
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
で
県
外
か
ら
集
ま
る

フ
ァ
ン
も
多
い
。

　
次
回
第
11
回
蔵
び
ら
き
で
は
、
渋
沢

新
札
が
会
場
を
め
ぐ
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。（
風
土
飲
食
研
究
会
・
小
林
真
）


